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本書は，シンガポールの経済発展を先導してきた
異才の官僚フィリップ・ヨーの半生記である。その
人生の軌跡は，1965 年の独立以降，国家存亡の危
機感を背景に，生存のための経済発展を図るため，
あらゆる手段を尽くしてきたシンガポールのダイナ
ミクスを体現している。『ストレート・タイムズ』
紙の元辣腕編集者で，著名な若手作家として活躍す
るペー・シンフイが，ヨー本人への密着取材をベー
スに公認伝記として執筆した本書は，一人の官僚の
半生記であると同時に，華々しいシンガポールの経
済発展が，どのような努力や苦闘の末に成し遂げら
れたのかという経験と知恵を，鮮烈に伝えている。

1946 年に生まれたヨーは，コロンボ計画奨学金
を得てトロント大学で生産工学を専攻し，70 年に
国防省で文官勤務を開始すると，異才をゴー・ケン
スイ国防相（のち副首相）に見いだされ，わずか 2
年で兵站担当次官に昇進した。1976 年にハーバー
ド大学で MBA を取得した後は，国防省に加えて現
シンガポール・テクノロジーズ（ST）の前身であ
る 4 つの軍需会社を統括する。1980 年には国家コ
ンピューター庁長官として，国全体での情報技術導
入において重要な役割を果たす。そして 1986 年，
深刻な景気後退のなか，経済開発庁（EDB）長官
に転じて辣腕を振るう。

ヨーは，当時の先端産業であった石油化学や半導
体といった分野の外国資本を，新しいコンビナート
や工業団地の造成，手厚いインセンティブとともに
誘致し，産業クラスターを形成することで，経済効
果を最大化していった。1990 年代からは，インド
ネシアのビンタン島や中国の無錫で工業団地を造成
し，シンガポールの低付加価値産業を移転させる構
造転換を図る。21 世紀に入ると科学技術研究庁

（A*STAR）長官に就任し，新しい高付加価値産業
クラスターとしてのバイオメディカルに着目し，10
数年で世界的拠点を育て上げた。

こうした目覚ましい働きは，ヨーの独特の個性に
も負うところが大きい。官僚と聞けば，四角四面な
人間を思い浮かべるが，およそそうしたタイプの人
間ではない。少年のように人懐こい笑顔，高速回転
する頭脳，シングリッシュでのマシンガン・トーク
がトレードマークの彼は，「官僚の皮をかぶった商
人」（p.13）と評される。大胆な着想，摩擦を恐れ
ない果断な行動で，世界的大企業から巨額投資を引
き出し，巨大プロジェクトを実現させてきた。本書
においても，それらの奇想天外な逸話には事欠かな
い。一方で，凝り固まった官僚主義者を，「豆を数
えるだけの連中」（bean counters, p.9）とこき下ろ
すなど，ストレートな発言や行動から，毀誉褒貶に
富む人物でもある。

しかし，ヨーの心に一貫している信念とは，経済
成長＝国民のための良質な雇用創出であり，2000
年以降はそこに持続的な高付加価値の創出が加わっ
ている。その意味で，諧謔をこめて自身を「（外資
誘致の）ポン引き」（p.89）「（研究開発人材の）人
さらい」（p.177）と呼ぶヨーの商人的発想やスタイ
ルは，むしろ手段に過ぎない。やはり彼は，国益と
いう大きな目的に尽くしてきた官僚なのである。

ヨーがシンガポールに残したものは，単なる経済
発展の事績にとどまらない。彼によって見いだされ，
鍛えられた部下たちは，後に閣僚になった者もいれ
ば，彼のように敢えて政界に入らず，官僚として経
済発展に尽くしている者もいる。彼らに受け継がれ
たのは，シンプルに本質と目標を捉えて，常識や枠
組みを超えた発想で，迅速に邁進するスタイルであ
る。それこそが，成熟社会に入りつつある，しかし，
小国であるが故に，これからも常に生存の道を模索
し続けなければならないシンガポールにとって，大
きな競争力となっている。そして，このフィリッ
プ・ヨーの物語は，自縄自縛に陥って，柔軟さとス
ピード感を失って久しい現代日本にも，前提条件の
違いを越えて，多くの刺激と示唆を与えてくれる。

（アジア経済研究所開発研究センター）
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